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５年ぶりに晴れた大会に、ランナーやスタッフには笑顔があふれました。
次月の広報いびがわで、いびがわマラソンの様子を特集します。
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私
は
、
十
月
十
九
日
を
も
っ
て
揖
斐
川

町
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。在
任
中
は
、

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
平
成
十
七
年
一
月

三
十
一
日
に
揖
斐
川
町
・
谷
汲
村
･
春
日

村
･
久
瀬
村
･
藤
橋
村
及
び
坂
内
村
の
一

町
五
村
が
合
併
し
、
新「
揖
斐
川
町
」
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
、
合
併
ま
で

の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
町
五
村
の
合
併
が

最
良
で
あ
る
と
判
断
し
、
種
々
協
議
を
重

ね
合
併
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
新
揖
斐
川
町
誕
生
に
伴
う

町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
当
選

の
栄
に
浴
し
、
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま

し
て
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た

が
、
新
揖
斐
川
町
の
出
発
で
あ
り
、
そ
れ

だ
け
に
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
通
算

四
期
十
六
年
目
を
む
か
え
て
お
り
ま
す

が
、
三
つ
の
思
い
を
持
っ
て
、
町
内
全
域

が
等
し
く
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
日
々
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、「
人
づ
く
り
は　

町
づ
く

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
や「
第
一
次
総
合
計
画
」
に
基

づ
い
て
各
種
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
実
施
し
た
合
併
十
周
年
で
は
、

小
学
生
よ
り「
つ
な
が
っ
た　

町
も
村
も

人
の
輪
も
」
と
い
う
標
語
を
い
た
だ
き
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
災
害
に
強
い
、
賑
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
の
安
全
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
住
民
の
危
機
管
理
意
識
を
高
め
る
た

め
、
庁
舎
兼
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

し
た
。

三
つ
目
は
、背
骨
ル
ー
ト
の
整
備
で
す
。

滋
賀
県
や
福
井
県
と
の
県
境
に
つ
な
が
る

ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日

本
大
震
災
の
例
か
ら
考
え
ま
す
と
、
万
一

の
被
災
時
に
は
、
避
難
や
復
旧
支
援
、
物

資
輸
送
を
担
う
、
ま
さ
に「
背
骨
ル
ー
ト
」

に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
、
藤
橋
地
域

に
お
け
る
国
道
四
一
七
号「
横
山
～
鶴
見

バ
イ
パ
ス
」
や
冠
山
ト
ン
ネ
ル
、
坂
内
地

域
に
お
け
る
国
道
三
〇
三
号
鉄
嶺
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す
。
冠
山
ト

ン
ネ
ル
は
本
年
四
月
に
岐
阜
県
側
か
ら
も

着
手
し
、
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
は
来
年
三
月
に

着
手
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
町
民

の
皆
さ
ま
も
、
ま
ち
の
将
来
に
漠
然
と
し

た
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、「
少
子
化
対
策
と
定
住
化
の
促
進
」

を
最
重
点
施
策
に
掲
げ
、
こ
れ
と
あ
わ
せ

て「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基

盤
の
整
備
」「
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け

た
道
路
整
備
と
公
共
交
通
の
充
実
」「
環

町
長
退
任
の
ご
挨
拶

▲庁舎 兼 防災センター（平成 23 年７月）

▲冠山峠道路着工式（平成 28 年 10 月）

前揖斐川町長

宗宮　孝生
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境
保
全
と
地
域
経
済
活
性
化
の
促
進
」「
教

育
・
文
化
の
振
興
」
と
い
っ
た
施
策
に
よ

る
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
町

民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
の
も
と
、
お
陰

さ
ま
で
、
ま
ち
の
発
展
に
資
す
る
多
く
の

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
に
は
、
国
の
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
、
徳
山
ダ
ム
が
完

成
し
、
ま
た
、
今
年
の
三
月
に
は
徳
山
水

力
発
電
所
が
全
面
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、「
揖
斐
の
防
人
」、「
濃
尾
の
水
瓶
」

と
し
て
揖
斐
川
の
豊
か
な
恵
み
を
利
水
や

発
電
な
ど
に
有
効
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
月
に
は
、
皇
太
子
殿
下

の
ご
臨
席
の
も
と
で「
第
三
十
九
回
全
国

育
樹
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
合
併
の

総
仕
上
げ
の
年
と
な
っ
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

合
併
以
降
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ

り
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
揖
斐
川
町
第
二
次

総
合
計
画
を
策
定
し
、
め
ざ
す
ま
ち
の
姿

「
自
然
健
幸
の
ま
ち　

い
び
が
わ
」
の
実

現
に
向
け
て
、
新
た
な
十
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
揖
斐
川
町
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
り
、「
揖
斐
川
町
の
骨
組
み
」

を
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
創
り
上
げ
た
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し

て
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
町
政
運
営
に
当

た
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
合
併
に
よ
る
財
政
援
助
も

薄
れ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
先
人
に
よ
っ
て

培
わ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た「
ふ
る
さ
と
・

い
び
が
わ
」
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
福
祉
の

向
上
を
目
指
し
、
住
民
・
地
域
・
行
政
が

相
互
に
役
割
分
担
を
行
い
、
共
に
ま
ち
を

創
り
上
げ
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」、
地

域
福
祉
の
充
実
や
産
業
の
振
興
な
ど「
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ら
れ
、
将

来
に
む
け
て
町
民
の
皆
さ
ま
に「
合
併
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
」
そ
し
て「
こ
の
ま

ち
に
住
ん
で
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
ご
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
揖
斐
川
町

長
を
退
任
す
る
と
同
時
に
三
十
三
年
六
ヵ

月
の
職
員
期
間
、
旧
揖
斐
川
町
助
役
二
年

一
ヵ
月
、
旧
揖
斐
川
町
長
四
年
、
揖
斐
川

町
長
十
一
年
七
ヵ
月
と
通
算
五
十
一
年
間

の
公
務
員
生
活
に
別
れ
を
告
げ
ま
す
。

今
後
は
一
町
民
と
し
て
か
け
が
え
の
な

い
揖
斐
川
町
の
限
り
な
い
発
展
を
蔭
な
が

ら
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
厚
情
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◀▲第 39 回全国育樹祭（平成 27 年 10 月11日）

▲ 2015 いびがわマラソン

▲まちの花 はなもも

▲徳山ダム完成（平成 20 年 10 月）
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揖
斐
川
町
と
福
井
県
池
田
町
を
結
ぶ
国
道

４
１
７
号「
冠
山
峠
道
路
」（
揖
斐
川
町
区
間
）

ト
ン
ネ
ル
掘
削
着
工
式
典
が
10
月
23
日

（
日
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
行
わ
れ
、
国
土
交

通
省
近
畿
地
方
整
備
局
や
両
県
の
関
係
者
約

２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
掘
削
す
る
揖
斐
川
町
側
の
第
１
号
ト

ン
ネ
ル
は
、
全
長
１
・
２
㎞
で
完
成
は

２
０
１
８
年
２
月
の
予
定
で
す
。
全
線
開
通

は
未
定
で
す
が
、
開
通
す
れ
ば
、
揖
斐
川
町

と
福
井
県
池
田
町
の
区
間
が
約
１
時
間
10
分

の
短
縮
と
な
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町
の
期

待
や
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

式
典
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
春
日
小
児

童
に
よ
る
和
太
鼓
、
徳
山
踊
り
保
存
会
に
よ

る「
ほ
っ
そ
れ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
北
方
小
の
児
童
と
福
井
県
池
田
小

の
児
童
が
衛
星
回
線
で
の
テ
レ
ビ
中
継
を
通

じ
て
両
町
の
魅
力
や
特
産
品
を
紹
介
し
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
小
津
地
内
で
平
成
17
年
か
ら
整

備
中
の
、
高
地
谷
第
一
砂
防
堰
堤
本
体
工
事

の
起
工
式
が
、
10
月
27
日（
木
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

高
地
谷
第
一
砂
防
堰
堤
は
、
こ
の
周
辺
地

域
が
活
断
層
の
破
砕
さ
れ
た
地
質
で
あ
り
、

た
び
た
び
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
土
砂
災
害
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
揖
斐
川
本
川
に
土
砂
が
流
入
し
て
発

生
す
る
、
洪
水
の
防
止
を
目
的
に
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

堰
堤
本
体
工
は
、
高
さ
27
ｍ
、
幅
87
ｍ
で
、

完
成
は
２
０
２
０
年
の
予
定
で
す
。

起
工
式
で
は
多
数
の
来
賓
や
工
事
関
係
者

が
出
席
し
、
安
全
祈
願
祭
、
定
礎
式
が
行
わ

れ
、
工
事
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

10
月
7
日（
金
）、
揖
斐
川
町
と
県
立
揖
斐

高
等
学
校
の
間
で
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

町
と
揖
斐
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
び

が
わ
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
青
年
講
座
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
は
、
町
と
高
校
と
の
つ
な
が

り
を
よ
り
強
化
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
た
め
に
結
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
、
町
と
高
校
の
連
携
を
深
め
、
関
係

を
続
け
て
い
く
こ
と
で
地
域
を
盛
り
上
げ
、

地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

10
月
23
日（
日
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
で
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
専
用
ポ
ー
ル
を
使
っ

て
、上
半
身
も
動
か
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
で
、

よ
り
高
い
運
動
効
果
を
得
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。

こ
の
日
は
約
50
人
が
参
加
し
、
健
康
広
場

で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
た
あ

と
、
実
際
に
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
健
康
広
場
周

辺
の
秋
の
山
を
歩
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
澄
ん
だ
秋
の
空
気
の
中
、
会
話

も
交
え
つ
つ
、
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会

国
道
417
号
冠
山
峠
道
路（
揖
斐
川

町
区
間
）ト
ン
ネ
ル
掘
削
着
工
式

揖
斐
川
町
小
津
地
内

高
地
谷
第
一
砂
防
堰
堤
起
工
式

揖
斐
川
町
と
揖
斐
高
等
学
校
が

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

▲定礎式の様子

▲春日小児童による和太鼓演奏

▲調印をする宗宮前町長（左）と鈴木校長（右）

▲茶畑の間を楽しげにウォーキング
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10
月
14
日（
金
）、
や
ま
と
幼
児
園
で
、
親

子
を
対
象
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
重
要
性
を
学
ぶ
た
め
の
交
通
安
全

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性
に

つ
い
て
Ｊ
Ａ
Ｆ
岐
阜
支
部
の
講
師
の
説
明
を

聞
い
た
後
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
付
け
た
状

態
で
の
、
時
速
5
キ
ロ
の
衝
突
体
験
を
し
ま

し
た
。

体
験
の
後
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
取
付
講

習
も
あ
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
っ
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
う
大
切
さ
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

衝
突
の
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
親

子
は
熱
心
に
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

10
月
14
日（
金
）、
岐
阜
の
棚
田
21
選
に
認

定
さ
れ
て
い
る
春
日
美
束
地
区
の
貝
原
棚
田

で
、
春
日
小
学
校
の
全
校
児
童
が
稲
刈
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
児
童
ら
が
自
然
に
触

れ
、
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
里
山
体
験
学
習
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
貝
原
棚
田
保
存
会
の
人
に
教

わ
り
な
が
ら
、
５
月
に
自
ら
の
手
で
植
え
た

苗
か
ら
実
っ
た
稲
を
鎌
で
丁
寧
に
刈
り
取
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
春

日
支
部
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
収
穫
し
た
お
米

を
お
に
ぎ
り
に
し
、
棚
田
保
存
会
の
方
と
一

緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
地
域
の
方
を
講
師
に「
し
め
縄

づ
く
り
」
を
教
わ
り
ま
す
。

10
月
21
日（
金
）
～
23
日（
日
）
の
３
日
間

に
か
け
て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も

も
」
で
揖
斐
川
町
総
合
芸
術
祭「
ア
ー
ト
い

び
が
わ
２
０
１
６
」
が
、
揖
斐
川
町
文
化
協

会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
部
門
は
美
術
、
生
活
文
化
、
文
芸
の

３
つ
の
展
示
で
構
成
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
絵

画
・
写
真
・
書
・
盆
栽
・
絵
手
紙
・
文
芸
な

ど
多
彩
な
作
品
約
２
０
０
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。　
　

ま
た
、
小
中
学
生
の
短
歌
や
俳
句
も
数
多

く
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
は
優
秀
な
作
品
が
選

ば
れ
、文
化
協
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

22
日
、
23
日
は
、
創
作
オ
ペ
レ
ッ
タ「
水

神
」
が
同
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
自
然
と
人
間
の
共
存
を

テ
ー
マ
に
、
町
民
も
作
曲
・
指
揮
や
出
演
者
、

ま
た
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。今

年
の
春
か
ら
練
習
や
道
具
製
作
を
積
み

重
ね
、時
に
は
厳
し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

良
い
舞
台
を
つ
く
る
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
ま
し
た
。

両
日
の
公
演
も
、
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
人

気
で
、
舞
台
で
は
、
心
に
迫
る
演
技
と
美
し

い
歌
声
が
響
き
渡
り
、
来
場
者
か
ら
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲汗を流して一生懸命稲刈りを行いました

▲表彰の様子

▲川をテーマに上演された創作オペレッタ

▲親子での衝突体験

春
日
小
学
校

貝
原
棚
田
で
稲
刈
り
体
験

ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
６

や
ま
と
幼
児
園
で交通

安
全
教
室
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農
事
組
合
法
人
桂
茶
生
産
組
合
が
、
平
成

28
年
度「
第
55
回
農
林
水
産
祭 

蚕 

糸
・
地

域
特
産
部
門
」
で
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
祭
は
、
国
民
の
農
林
水
産
業
と

食
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
農

林
水
産
者
の
技
術
改
善
と
経
営
発
展
の
意
欲

を
高
め
る
た
め
、
農
林
水
産
省
と
公
益
財
団

法
人
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
の
共
催
に
よ
り

昭
和
37
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
岐
阜
県
の
推
薦
を
得
て
、「
第
68

回
関
西
茶
品
評
会
」
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
桂
茶
生
産
組
合
は
、
さ
ら
に
優
良

事
例
と
し
て
、「
第
55
回
農
林
水
産
祭　

中

央
審
査
会（
蚕
糸
・
地
域
特
産
部
門
）」
で
審

査
さ
れ
、
今
回
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

10
月
11
日（
火
）、
揖
斐
川
中
学
校
で
全
国

地
域
安
全
運
動
に
伴
う
県
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
内
の
小
・
中
・

高
校
生
と
一
般
の
方
を
対
象
に
地
域
安
全
・

暴
力
追
放
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
募
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
合
計
２
５
３
点
の
応
募
の
中

で
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

【
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
】
部
門

金
賞　

揖
斐
川
中
２
年　

立た
ち

川か
わ　

未み

悠ゆ

さ
ん

銀
賞　

揖
斐
川
中
３
年　

髙た
か

田だ　

萌も

も々

さ
ん

銅
賞　

揖
斐
川
中
３
年　

石い
し

橋ば
し　

実み

祐ゆ

さ
ん

【
振
り
込
め
詐
欺
防
止
】
部
門

銅
賞　

揖
斐
川
中
２
年　

宮み
や

内う
ち　

優ゆ
う

季き

さ
ん

佳
作　

揖
斐
川
中
３
年　

小お

川が
わ

菜な

な々

子こ

さ
ん

10
月
11
日（
火
）、
谷
汲
小
学
校
で
、
揖
斐

署
員
や
谷
汲
子
ど
も
み
ま
わ
り
隊
な
ど
が

全
国
地
域
安
全
運
動
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、

下
校
す
る
児
童
に
防
犯
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

ま
し
た
。

谷
汲
子
ど
も
み
ま
わ
り
隊
は
、
集
団
登
校

中
の
児
童
の
列
に
車
が
突
っ
込
ん
だ
事
件
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
子
ど
も
を
地
域
で
守
ろ

う
、
と
い
う
思
い
か
ら
地
元
の
人
た
ち
が
9

月
に
結
成
し
ま
し
た
。

31
人
の
隊
員
が
、
学
校
や
児
童
が
下
車
す

る
バ
ス
の
停
留
所
に
立
ち
、
子
ど
も
が
安
全

に
家
ま
で
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
30
日（
日
）、
揖
斐
川
町
本
町
通
り
一

帯
で「
い
び
の
秋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

い
び
祭
り
実
行
委
員
会
が
主
催
の
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
野
菜
な

ど
の
販
売
を
行
う
軽
ト
ラ
市
や
消
防
団
に
よ

る
三
升
樽
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
揖
斐
川
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
々
を
講
師
に
招
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

8
月
に
台
風
の
被
害
を
受
け
た
芽
室
町
へ
の

義
援
金
募
金
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
揖
斐
お
わ
ら
の
会
に
よ
る
お
わ
ら

踊
り
や
食
品
の
バ
ザ
ー
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

▲受賞された皆さん

▲受賞された農事組合法人桂茶生産組合の皆さん

▲グッズを配布しながら防犯を呼びかけるみまわり隊員

▲たくさんの人が見守る中行われたレース

桂
茶
生
産
組
合
が

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
受
賞

全
国
地
域
安
全
運
動
ポ
ス
タ
ー
作
品

揖
斐
川
中
生
５
人
が
表
彰
を
受
賞

谷
汲
子
ど
も
み
ま
わ
り
隊
が

揖
斐
署
と
協
働
で
防
犯
グ
ッ
ズ
を
配
布

い
び
の
秋
ま
つ
り
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入場無
料

手話通
訳あり

揖斐川町が目指す、 「町民一人ひとりの人権が尊重されるまち」の実現に向け、 人権問題について
共に考え、学び合うための人権啓発活動の場として「揖斐川町人権擁護推進大会」を開催します。

揖斐川町人権擁護推進大会の開催

開会：１３：３０ （受付１３：００～）１２月１０日（土）　

人権作文の発表、人権の花運動の発表：春日小学校
車いすバスケット体験の発表：谷汲中学校
揖斐川町人権擁護委員の紹介
作品展示：町内児童生徒による人権書道・ポスターの展示

日時

地域交流センター「はなもも」ホール （上南方２７番地７）場所

内容

プロフィール
１年半コンビとして活動した後ピン芸人へ転向。にこにこしながら毒をはいて笑いをとる、毒舌漫談の
スタイルが特徴。『爆笑オンエアーバトル』『エンタの神様』『世界の果ての日本人！ここが私の理想郷』
（リポーター）等で活躍。体験を綴った著書『突然、僕は殺人犯にされた－ネット中傷被害を受けた１０年間』。

講師：スマイリーキクチ 氏 （お笑い芸人）

講演では、自身の経験をもとに、ネット上での誹謗中傷の恐怖、言葉の責任について語る。

インターネットと人とのかかわり合い
                              ～突然、僕は殺人犯にされた～講演

お問い合せ先 ： 揖斐川町教育委員会 社会教育文化課　TEL ２２－２１１１

増やそう!! わが家の家族時間　運動
「わが家の家族時間」の応募の一部を紹介します

揖斐川町青少年育成町民会議家庭部会では、「増やそう！！わが家の家族時間運動」を推進しています。
家族みんなで「家族時間」を大切にし、家族の絆が深まるように、皆さんが過ごした素敵な「家族時間」を
町内の小中学校に募集したところ、沢山の応募がありました。地域の皆さんにも紹介したいと思います。

清水小学校　３年　増田　柚希　さん 大和小学校　２年　井部　夏美　さん

題 今度家族でやってみたいこと

　なかよしラジオ体そう 　かいもの
（自分の感想）
毎日、家族３人でラジオ体そう
をしに行きました。三人ならん
でおしゃべりをして行き帰りを
しています。
お父さんとお母さんがいるので
がんばろうという気持ちになり
ます。

（家族の感想）
家族３人でラジオ体操に行き、
ラジオ体操に向かう道も楽しく
おしゃべりしながら、行くこと
ができていいと思います。

題 今度家族でやってみたいこと

　かまもち 　花火
（自分の感想）
かまもちをつくったよ。だれ
とつくったかというと、ひい
ばあちゃんと、おにいちゃん
と、じぶんでつくりました。
かまもちというのは、かまの
形だからかまもちといいます。
ひるにたべました。おいしかっ
たので、またつくりたいです。

（家族の感想）
お兄ちゃんと夏美とひいおばあちゃん
と３人で岩手の郷土料理のお菓子の「か
まもち」を作りました。私でも作るの
は難しくて、おもちの中に黒砂糖とみ
そを混ぜたあんを入れるのですが、そ
れを2人とも、上手に入れていておばあ
ちゃんもびっくりしていました。また
来年も遊びにいったら、みんなでいっ
ぱい美味しい物作ろうね。
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●人権擁護ポスター書道作品展
　　12月２日～12月10日

●美濃里会展
　　12月13日～12月25日

＊プチギャラリー

竹
中
さ
ん
は
、
平
成
12
年
度
よ
り
久
瀬
公

民
館
長
と
し
て
、
自
然
や
伝
統
を
活
か
し
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
公
民
館
活
動
の
充

実
と
生
涯
学
習
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
親
し
ま
れ
る
公
民
館
、
地
域
の

ふ
れ
あ
い
が
深
ま
る
活
動
の
推
進
な
ど
、
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
全
国
公
民
館
連
合
会

表
彰
を 

竹
中
勝
さ
ん
が
受
賞

公
民
館
活
動

大
和
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
教
室
》

◆
日
時　

12
月
17
日（
土
）　

13
時
30
分
～

◆
場
所　

大
和
公
民
館

◆
持
ち
物　

ペ
ン
チ
、
は
さ
み
、
タ
オ
ル

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
教
室
》

◆
日
時　

12
月
18
日（
日
）　

９
時
～

◆
場
所　

北
方
公
民
館

《
第
３
回
家
庭
教
育
学
級
》

◆
日
時　

12
月
23
日（
金
）　

９
時
～

◆
場
所　

北
方
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
教
室
》

◆
日
時　

12
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

9
時
30
分
～
12
時

◆
場
所　

清
水
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
み
ん
な
で
大
掃
除
》

◆
日
時　

12
月
4
日（
日
）　

８
時
～
９
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
し
め
縄
教
室
》

◆
日
時　

12
月
10
日（
土
）　

９
時
～
12
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級　

お
じ
ま
に
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
》

◆
日
時　

12
月
14
日（
水
）　

10
時
～
12
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級

手
作
り
パ
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
》

◆
日
時　

12
月
15
日（
木
）　

９
時
～
12
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
教
室
》

◆
日
時　

12
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
も
ち
花
作
り
教
室
》

◆
日
時　

12
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
冬
休
み
宿
題
勉
強
応
援
教
室
》

◆
日
時　

12
月
29
日（
木
）

　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」企
画
展

ギ
ネ
ス
認
定 

き
も
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
極
上
！
き
も
の
展
」

期
間　

11
月
30
日（
水
）～
12
月
11
日（
日
）

時
間　

10
時
～
16
時

場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」

　
　
　

和
室

地域交流センター
「はなもも」

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

秋
色
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

10
月
２
日（
日
）、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料

館
の
徳
山
民
家
で
、
秋
色
コ
ン
サ
ー
ト「
ア

フ
タ
ヌ
ー
ン
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

約
60
人
の
参
加
者
は
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
、
ピ

ア
ノ
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、
ギ
タ
ー
が
織
り
な

す
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
に
よ
る
15
曲
ほ
ど
の
演
奏
に
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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10
月
20
日（
木
）
に
、
揖
斐
川
健
康
広
場
で

「
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

in 

岐
阜
揖

斐
川
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
秋
季
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
9
月

22
日
に
雨
天
中
止
と
な
っ
た
大
会
の
振
替
と

し
て
、
揖
斐
川
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

の
秋
季
大
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
１
０
０
人

あ
ま
り
の
参
加
者
が
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
in
岐
阜
で

は
、
県
内
全
て
の
市
町
村
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
て
の
種
目
の

参
加
者
は
17
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
で
は
引
き
続
き
、
気
軽
に
楽
し

め
て
健
康
に
よ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲たくさんの参加者で賑わいました。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い

街
頭
啓
発
を
実
施

11
月
の「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調

月
間
」（
内
閣
府
主
唱
）
に
合
わ
せ
、
11
月

１
日（
火
）
い
び
プ
ラ
ザ
前
と
養
老
鉄
道
揖

斐
駅
前
、バ
ロ
ー
揖
斐
川
店
前
の
３
か
所
で
、

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
少
年
育
成
推
進
員
・
保
護
司

会
・
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
啓
発
用

品
な
ど
を
配
布
し
、
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。こ

の
活
動
を
機
に
、
青
少
年
の
健
や
か
な

育
成
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
日
常
的
な

行
動
を
促
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
・
若
者

の
育
成
支
援
の
一
層
の
充
実
と
定
着
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者�

激
励
会

【
第
56
回
東
海
卓
球
選
手
権
大
会
】

（
ホ
ー
プ
ス
の
部 

シ
ン
グ
ル
ス
）

　

大
和
小
６
年　

林は
や
し　
　

香か

穂ほ

さ
ん

　

揖
斐
小
２
年　

細ほ
そ

野の　

真ま

未み

さ
ん

平
成
28
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
３
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
、「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
」「
ラ
ク
ラ
ク
健
康
づ
く
り
教
室
」
の

申
込
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教室名 曜日・日時 対　象 参加費
レディース
フィットネス

毎週金曜日
10:00 ～ 11:30

20歳以上60歳未満
の女性 4,000円

ラクラク
健康づくり

毎週木曜日
13:30 ～ 15:00 60歳以上の男女 4,000円

65歳以上は3,000円

■ 申込期間　12月６日（火）～ 12月13日（火）　９時～ 17時
■ 申込場所　揖斐川健康広場
■ 開催日程　１～３月（全10回）
■ 募集定員　各教室　20人（定員になり次第締切）
■ 参　加　費　上記記載の参加費（申込み時に参加費・印鑑をお持ちください）
【お問い合せ】　揖斐川健康広場　℡２１－３１００

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
in
岐
阜

～
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
～

▲林　香穂さん（右）、細野　真未さん（左）
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青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い
、
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
に
よ
る
、「
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
大
会
」
が
11
月
５
日（
土
）

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た「
町
民
会
議
総
会
」
で
掲
げ
た
活
動
目
標
に
つ
い
て
の
成
果
発
表
を
報
告
す
る
た
め
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
高
校
の
二
人
の
生
徒
に
よ
る
司
会
で
、
当
日
は
３
部
会
の
活
動
発
表
の
ほ
か
に
、
各
種
表
彰
や
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
取
り
組
み
の
発
表
、
小
学
生
県
外
派
遣

（
北
海
道
芽
室
町
・
高
知
県
宿
毛
市
）
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
区
公
民
館
活
動
、
各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、

訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

会場の様子

ロビーには各地区公民館・各小中学校PTAの
活動パネルなどが展示されました。

揖斐高生による総合司会

揖斐高生がボランティアとして大会運営に
参加してくれました。

青少年の健全な育成を願い！！� 平成28年度　揖斐川町青少年育成町民大会開催

ラジオ体操指導者講習会を行いました。

のぼり旗を通して言葉かけを行いました。

町内各施設に「わが家の家族時間」の
作品を展示しました。

高校生ボランティアも参加しています。

 今年度活動した一部をご紹介します 
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大人が変われば　子どもも変わる

各種表彰の受賞者の皆さん、
おめでとうございます。

◇平成28年度「家庭の日」啓発図画
　入選者表彰
【入選】

市田　千尋（清水小学校１年）	 髙崎　湧聖（清水小学校２年）
松井　実和（谷汲小学校４年）	 岡本　　萌（谷汲中学校３年）

◇第66回社会を明るくする運動入選者表彰
○作文の部
【優秀賞】

五十川陽菜多（大和小学校６年）	高橋　秀歩（養基小学校６年）
杉山　愛葵　（北和中学校３年）	岡本　　萌（谷汲中学校３年）
【優良賞】

長柄　和佳（揖斐小学校６年）	 矢代　　壮（大和小学校６年）
服部　凜華（北方小学校６年）	 山本　侑依（北方小学校６年）
野口　　響（小島小学校６年）	 谷口　琴音（小島小学校６年）
松野　蓮慈（清水小学校６年）	 若原　愛莉（清水小学校６年）
久保田涼菜（谷汲小学校６年）	 野田　明歩（養基小学校６年）
佐名　彩萌（春日小学校６年）	 新川　碧羽（春日小学校６年）
鈴木　花歩（揖斐川中学校３年）	 髙𣘺　天真（揖斐川中学校３年）
花木　玲奈（北和中学校３年）	 寺田　実世（谷汲中学校３年）

○ポスターの部
【町長賞】	 藤原　巧磨（春日小学校６年）
【議長賞】	 成瀬　　奏（大和小学校６年）
【教育長賞】	 青木　鈴奈（谷汲小学校６年）

○標語の部
【町長賞】	 所　　大智（揖斐川中学校１年）
【議長賞】	 澤　　彩音（揖斐川中学校１年）

◇平成28年度揖斐川町ＰＴＡ連合会表彰 
宗宮　光子（大和小学校校区）	 服部　　均（大和小学校校区）
細野やゑの（大和小学校校区）	 吉野　純子（大和小学校校区）

 表彰者名簿 
（敬称略）

小学生県外派遣（北海道芽室町）の報告

小学生県外派遣（高知県宿毛市）の報告

青少年の健全な育成を願い！！� 平成28年度　揖斐川町青少年育成町民大会開催

１．明るいあいさつができる青少年
２．思いやりと感謝の気持ちをもって人に接する青少年
３．善悪の判断や我慢のできる青少年
４．社会参加に努め、ふるさと揖斐川町を愛する青少年
５．明日への希望をもち、自立を目指す青少年

 揖斐川町民が期待する青少年の姿 
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

お
と
ぎ
の
里

揖
斐
川
図
書
館

12
月
３
日（
土
）10
時
30
分
～
11
時
10
分

年
に
一
度
の

お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

今
月
の
新
刊
案
内

揖
斐
川
図
書
館

孤
蓬
の
ひ
と�

葉
室　
　

麟

ま
こ
と
の
華
姫�

畠
中　
　

恵

最
悪
の
将
軍�

朝
井
ま
か
て

手
の
ひ
ら
の
京�

綿
矢　

り
さ

十
二
人
の
死
に
た
い
子
ど
も
た
ち�

冲
方　
　

丁

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
坂
野
惇
子
の
生
涯�

三
栄
書
房

永
い
言
い
訳�

西
川　

美
和

ち
ょ
っ
と
今
か
ら
仕
事
や
め
て
く
る

�

北
川　

恵
海

真
実
の
瞬
間�

赤
川　

次
郎

猫
と
漱
石
と
悪
妻�

植
松
三
十
里

生
き
る
た
め
に
大
切
な
こ
と�

Ａ
・
ア
ド
ラ
ー

尾
木
マ
マ
の
叱
ら
ず
し
つ
け
21
の
コ
ツ　

�

尾
木　

直
樹

古
地
図
で
楽
し
む
岐
阜　

美
濃
飛
騨
古
地
図
同
攷
会

い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
地
方
議
会
の
本

�

野
村　

憲
一

あ
き
な
い
世
傳
金
と
銀　

１・２�

高
田　
　

郁

お
ん
な
城
主　

井
伊
直
虎
の
生
涯　

洋
泉
社

谷
汲
図
書
館

ど
ん
な
に
体
が
か
た
い
人
で
も
ベ
タ
ー
ッ
と
開

脚
で
き
る
よ
う
に
な
る
す
ご
い
方
法�

Eiko

反
抗
期
乗
り
切
り
マ
ニ
ュ
ア
ル�

諸
富　

祥
彦

森
高
千
里
の
暮
ら
し
の
レ
ッ
ス
ン　

森
高　

千
里

親
と
さ
よ
な
ら
す
る
前
に�

清
水　

晶
子

暮
ら
し
を
楽
し
む
10
人
の
家
時
間　

メ
デ
ィ
ア
ソ
フ
ト
書
籍
部

※
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
や
予
約
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス

　
　
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

今
年
も
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
生
の
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

期
　
日　

12
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

開
場　

18
時
45
分

　
　
　
　

開
演　

19
時
～
20
時

場
　
所　

揖
斐
川
図
書
館　

１
階
ロ
ビ
ー

内
　
容　

ギ
タ
ー
や
マ
ン
ド
リ
ン
に
よ
る
、

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
の
演
奏

演
奏
者　
「
岐
阜
大
学
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン

　
　
　
　

 

ク
ラ
ブ
」

定
　
員　

１
０
０
人

申
込
み　

揖
斐
川
・
谷
汲
・
坂
内
図
書
館
ま
で

　
　
　
　

受
付
は
、
11
月
26
日（
土
）
か
ら

人
形
劇
「
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」

大
型
紙
芝
居「
ど
ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
」

図
書
の
寄
贈

■
　
橋
本
利
弘
　
様（
揖
斐
川
町
小
津
）

子
ど
も
た
ち
が
英
語
を
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
図
書
64
冊
。

ご
芳
志
に
添
い
、
多
く
の
人
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

「
読
書
通
帳
」を
使
っ
て
、読
書
を
楽
し
く
。

「
読
書
通
帳
」
は
、
預
金
通
帳
と
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
で
、
貯
金
を
す
る
の
と
お
な
じ
よ

う
に
、自
分
の
読
ん
だ
本
の
記
録
を
た
め
て
、

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
冊
子
で
す
。

図
書
館
で
は
、
秋
の
読
書
週
間
に
ち
な
ん

で
こ
の
読
書
通
帳
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
県
図
書
館
を
始
め
と
す
る
他
の

図
書
館
で
も
こ
の

活
動
が
始
ま
り
、
岐

阜
県
全
体
で
の
読

書
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

自
分
が
読
ん
だ

本
を
記
録
す
る
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

意
外
な
本
と
の
出
会
い

「
本
の
福
袋
」
貸
出
し
ま
す
。

図
書
館
の
本
を「
福
袋
」
に
し
て
皆
さ

ん
に
貸
出
し
ま
す
。
ど
ん
な
本
が
入
っ
て

い
る
か
は
開
け
て
み
て
の
お
楽
し
み
。
揖

斐
川
図
書
館
で
子
ど
も
の
本
の
福
袋
、
先

着
50
個
、
大
人
の
本
の
福
袋
、
先
着
10
個
、

谷
汲
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
本
の
福
袋

20
個
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
１

月
５
日（
木
）
か
ら
始
め
ま
す
。

福
袋
を
利
用
し
て
、
い
つ
も
と
違
う
本

に
出
会
っ
て
く
だ
さ
い
。

12
月
の
休
館
日    

毎
週
月
曜
日
・
27
日（
火
）

10
日（
土
）
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
16
時
に

閉
館
し
ま
す（
揖
斐
川
図
書
館
）

年
末
年
始
の
休
館
日

12
月
29
日（
木
）
～
１
月
４
日（
水
）

図
書
の
返
却
は
、
お
早
め
に
。

12
月
15
日（
木
）
か
ら
21
日（
水
）
ま
で
に

借
り
た
本
は
、
１
月
５
日（
木
）
が
返
却
日

に
な
り
ま
す
。

お
は
な
し
会

ほ
か
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揖
斐
川

　
　
　

12
月
の
予
定

２
日（
金
）	

♪
ひ
よ
こ
交
流（
Ｈ
28
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

６
日（
火
）	

♥
図
書
館
交
流（
２
～
３
才
児
）

	

　
【
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
】

【
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
】

８
日（
木
）	　

発
育
測
定　

受
付
９
時
～
10
時
15
分

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

９
日（
金
）	

♪
さ
く
ら
ん
ぼ
交
流（
Ｈ
27
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

13
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム（
人
形
劇
同
好
会
パ
ク
パ
ク
）

15
日（
木
）	

♪
い
ち
ご
交
流（
Ｈ
26
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

17
日（
土
）	　

第
3
土
曜
日
開
館
日

20
日（
火
）	

♪
子
育
て
ク
リ
ス
マ
ス
会

		

※
午
前
中
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
参
加
者
の
み
の
参
加
。

※
午
前
中
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
参
加
者
の
み
の
参
加
。

　
　
　

　
　
　

		

　

午
後
は
通
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

　

午
後
は
通
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

22
日（
木
）	

♪
り
ん
ご
交
流（
Ｈ
25
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

【
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

＊
年
末
休
館　

12
月
29
日（
木
）～
1
月
3
日（
火
）

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
あ
り
。
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
、
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
か
ら
実
施
日
当
日
ま
で
、

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
電
話
予
約
不
可
）

♥
は
要
申
込
み
、
♪
は
要
申
込
み
で
、
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日�����������������������������

毎
週
月
曜
日 

９
時
～
16
時

発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　

��������������������

月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

���������������������������

第
２
月
曜
日 

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

　
　
　
　
　
　

���������������������������

第
３
土
曜
日 

10
時
～
12
時

※
詳
細
は
、℡
２
３

－

１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 行事に参加しなくても子育て支援センターにいつでも遊びに来てください  

　人形劇同好会パクパクさんによる手遊び、地
域に伝わる昔話を人形劇でわかりやすく演じて
くださいます。楽しい時間を過ごしましょう。

　日　時　12月13日(火)　
　　　　　10時30分～11時30分
　場　所　揖斐川子育て支援センター
　　　　　ショコラルーム　

　今年も子育て支援センターにサンタさんが来てくれます。
初めての試みで、おかあさんたちの合唱も楽しみです。地
域の方とふれあい、楽しく過ごしましょう。

　日　時　12月20日（火）
　　　　　10時～12時
　場　所　揖斐川子育て支援センター（ホール）
　定　員　子ども70人
　申込み　※町内在住の方対象
　　　　　　　　申込日　11月16日（水）から
　　　　　　　　参加費　300円
　　　　　※町外在住の方対象
　　　　　　　　申込日　11月24日（木）から
　　　　　　　　参加費　400 円
　　　　　　定員になり次第締切
　　　　　※詳細は「ピッコロだより」でお知らせします。

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。子育て支援センター・いびがわアップル　℡２３－１１３６

一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

お話ルーム

子育てクリスマス会
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出前保育 ～地域で遊びと相談の場を設置～子育て
Q＆A

3歳の男の子です。すれ違いざまに、
近くにいる子を叩いたり、自分の行
き先に誰かがいると、いきなり押し

倒してしまいます。強い力ではないのですが、
注意してもやってしまいます。どうしたらよ
いでしょうか。

たたいてしまうという行為には、お
友達への関心や好奇心から、相手が
どんな反応をするのか試してみたい、

一緒に遊んでみたいけれど関わり方がわから
ない、友達の気持ちを自分の方にひきたい
などの理由があるのかもしれません。また、
手が出てしまうのは、自分の行き先に誰か
がいるとき、どいてほしいのだけれど「どい
て」と言葉で伝えたり、自分からよけたりす
ることが、とっさにできなかったりするのか
もしれません。お母さんが一緒に遊ぶ中で、
乱暴な行為になる前に「お友達がいたね」「あ
そぼう」などと状況に合わせたやりとりを伝
えながらお友達と遊ぶことが楽しいという
経験をたくさんさせてあげるといいですね。

●
「
身
体
を
動
か
す
の
っ
て
気
持
ち
い
い
ね
！
」

～
や
ま
と
幼
児
園
～

　

今
年
度
、
や
ま
と
幼
児
園
は「
明
る
く
健

康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
人
１
レ
ク
運
動
を
推

進
す
る
岐
阜
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
団

体
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
朝
の
自
由
遊
び

の
後
、
全
園
児
で
体
操
を
し
た
り
、
一
日
の

中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
あ
っ
た
運
動
遊
び

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
年
上
の
園
児
の
姿

に「
ぼ
く
も
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
憧
れ
る

姿
も
あ
り
ま
す
。

　

戸
外
で
身
体
を
動
か
す
機
会
の
減
っ
て
き

た
現
代
で
す
が
、
幼
児
園
で
は
積
極
的
に
身

体
を
動
か
し
て
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。
運
動
し
て
汗
を
か
く
と
、
意
欲
や

気
力
が
わ
い
て
精
神
面
の
充
実
に
も
大
き
く

関
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
々
の
活

動
の
中
に
も
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
運
動
遊
び

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
様
々
な
遊

び
の
中
の
小
さ
な
挑
戦
が
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
変
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

保
護
者
と
い
っ

し
ょ
に
、
子
ど

も
た
ち
が
心
身

と
も
に
成
長
で

き
る
よ
う
活

動
し
て
い
き
ま

す
。

【10月12日　きたがた幼児園で園児とふれあい遊び】

【10月5日　𦙾永公民館にて、おもちゃ作りと散歩】

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

1 木 ★　 出前保育：清水公民館（地域散策）※雨天時は室内で制作遊び

14 水
　　 出前保育：おじま幼児園（園児とのふれあい）

　 　町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

21 水 ★♪ 揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

◇ 幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇ ★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇ 居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇ 開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇ ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www.town.ibigawa.lg.jp/
 　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www.ibi-youchien.ed.jp/

12月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

※
年
末
休
館
　
12
月
29
日（
木
）～
1
月
3
日（
火
）

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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対　　象　40歳以上の方　胃がん検診・大腸がん検診・肝炎ウイルス検診
　　　　　50歳以上の男性の方　前立腺がん検診
日　　程　12月１日（木）・２日（金）・５日（月）・９日（金）・15日（木）・19日（月）・22日（木）
時　　間　８時30分～10時 30分
会　　場　揖斐厚生病院健診センター　※受診を希望される方は、揖斐川保健センターまでご連絡ください。

【お問い合せ】揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

　　日　　時　12月15日（木）　　10時～・10時 30分～・11時 30分～　（各30分間）
　　場　　所　揖斐川町役場　１階　相談室（福祉課隣り）　※相談は無料ですが、予約制になります。

【申込み・お問い合せ】西濃保健所 健康増進課 保健予防係担当　℡ 0584 － 73 － 1111（代表）　内線 274

対　象　揖斐川町にお住まいの 65 歳以上の方
どの公民館でご参加いただいても構いません。

受付・血圧測定：９時30分～　教室：10時～ 11時30分
公民館 部屋 日程（毎月） 12月 開催日
揖斐 １階和室 第３木曜 12月15日（木）
大和 ２階集会室 第２木曜 12月  8日（木）
北方 １階集会室 第３水曜 12月21日（水）
清水 １階集会室 第２金曜 12月  9日（金）
小島 １階集会室 第４木曜 12月22日（木）
𦙾永 １階ホール 第１木曜 12月  1日（木）

持ち物　運動のできる服装、水分、タオル
　　　　教室ファイル（お持ちの方）、
　　　　上靴（揖斐は和室のため不要）

【お問い合せ】
　地域包括支援センター　℡２３－１３４１

　足腰を丈夫にしたい方におすすめの、
自宅で続けられる体操を紹介します。
　参加無料、申込み不要です！

　ヒートショックとは、温度変化により急激に血圧が変わり、脳梗塞、心筋梗塞などの発作を起こすことです。
　日本では年間１万人以上、ヒートショックが原因の死亡者があり、交通事故よりも多いと言われています。
　原因は、不適切な暖房使用や防寒対策の不十分にあると言われています。特に高齢者や、血圧が高めの方は注
意が必要です。発生しやすい場所は、トイレや浴室など、部屋との温度差の激しい場所と言われています。
　ヒートショックを防ぐには、自宅内の環境を整えることが大事です。トイレ、浴室、洗面所にも出来る限り暖
房設備を設置し、暖かくする、お風呂の湯温設定も適度な温かさにすることです。いきなり熱いお湯に入る、食
事直後に入浴するなど、血圧の変動をさらに大きくする行動や習慣は見直しましょう。
　寒い冬を元気に快適に過ごしていきましょう。

　治療の進歩により、エイズの原因ウイルスである
ヒト免疫不全ウイルス（HIV）の感染者が長く生き
ていくことができるようになってきています。
　2014年における新規HIV感染者報告数は１，０９１
件、感染に気づかずにエイズを発症して報告された
新規エイズ患者報告数は 455件となっています。
20歳代の新規HIV 感染者報告数が349件と過去
最高になり、全体に占める新規エイズ患者の約３割
に推移していることから、依然として予断を許さな
い状況です。
　エイズはまだ終わっていません。そのため、１人
ひとりが「予防・治療・支援・理解」という具体的
な行動をとることが求められています。
　効果的なHIV 感染予防対策を実施し、職場や学校
などの生活の様々な場所で差別や偏見の解消を図り、
安心して暮らせる社会を目指しましょう。

12月1日は世界エイズデー12月1日は世界エイズデー

がん検診のご案内

ヒートショックに注意！ヒートショックに注意！

こころの相談のご案内

今年度の揖斐川町胃がん・大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス検診も12月の日程のみとなりました。
がん検診を受けていない方は、受けてみませんか？

「不安や悩みでいっぱい」「生きるのがつらい」「気持ちをきいてほしい」など、ひとりで困っていませんか？
精神科医師による『こころの健康に関する相談』を行いますので、ご相談ください。

12月のおたっしゃ教室
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○地方公共団体財政健全化法の概要
　地方公共団体の財政の健全化に資することを目的に、平成19年 6月に「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律」が制定され、地方公共団体は実質赤字比率など法律で定められた財政指標を公
表することが義務づけられました。比率が早期健全化基準（経営健全化基準）を超えると計画を作成
し自主的な財政健全化を、財政再生基準を超えると国の関与による再生を図ることとなります。

○揖斐川町の健全化判断比率および資金不足比率
　平成27年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は下記のとおりで、いずれの指標も
早期健全化基準（経営健全化基準）を下回っています。将来負担比率は将来負担がないため「－」で
表示しています。また、実質赤字比率、連結実質赤字比率および資金不足比率は、昨年に引き続き赤
字額および資金不足額がありませんので「－」で表示しています。

平成 27 年度財政健全化判断比率等
平成27年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について公表します。

１．健全化判断比率

指　　　標 揖斐川町の比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 13.24% 20.00%
連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 18.24% 30.00%
実 質 公 債 費 比 率 6.7% 25.0% 35.0%
将 来 負 担 比 率 ― 350.00%
※実質赤字比率および連結実質赤字比率は黒字のため「―（該当なし）」で表示しています。
※将来負担比率は将来負担がないため「―（該当なし）」で表示しています。

２．資金不足比率
特　別　会　計 資金不足比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ―

20.00%

大和簡易水道特別会計 ―
𦙾永簡易水道特別会計 ―
市場簡易水道特別会計 ―
谷汲簡易水道特別会計 ―
北部簡易水道特別会計 ―
農業集落排水事業特別会計 ―
公共下水道事業特別会計 ―
個別排水事業特別会計 ―

※どの特別会計も資金不足額がない（黒字）ため「―（該当なし）」で表示しています。

健全化判断比率健全化判断比率および
資金不足比率の公表資金不足比率の公表について

（平成 27 年度速報値）
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10
月
17
日
に
平
成
28
年
第
５
回
揖
斐

川
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

付
議
案
件

●
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

民
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員
に
所
竜

也
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

土
地
施
設
特
別
委
員
会
、
議
会
改
革

検
討
特
別
委
員
会
及
び
養
老
鉄
道
存

続
特
別
委
員
会
の
委
員
に
所
竜
也 

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
揖
斐
川
町
長
の
退
職
申
出
に
対
す
る

同
意
に
つ
い
て

宗
宮
町
長
の
退
職
申
出
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月11

日　

第
８
回
全
員
協
議
会

11
日　
第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

17
日　

第
５
回
臨
時
会

23
日　

第
９
回
全
員
協
議
会

23
日　
第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

28
日　

福
井
県
池
田
町
議
会
交

　
　
　

流
会

議
会
だ
よ
り 

臨
時
会

議
会
活
動
報
告

　

平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
）、
６
日
（
金
）

坂
内
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日
（
月
）、
30
日
（
金
）

　

平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
）、
６
日
（
金
）

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
汲
み
取
り
の
依
頼
が

殺
到
し
ま
す
。
早
め
に
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
域

　
（
有
）
揖
斐
川
清
掃

　

℡
０
５
８
５

－

２
２

－

０
５
０
６

谷
汲
地
域

　
（
株
）
富
士

　

℡
０
５
８

－

３
２
３

－

０
４
８
５

春
日
地
域

　
（
有
）
揖
斐
川
清
掃

　

℡
０
５
８
５

－

２
２

－

０
５
０
６

久
瀬
地
域

　

中
央
清
掃
（
株
）

　

℡
０
５
８
４

－

２
７

－

６
１
８
１

藤
橋
地
域

　
（
株
）
西
美
濃
環
境

　

℡
０
５
８

－

３
７
１

－

５
３
１
０

坂
内
地
域

　

ト
バ
ナ
産
業
（
株
）

　

℡
０
５
８

－

３
９
８

－

３
８
０
７

　

冬
期
の
ご
み
収
集
、
汲
み
取
り
は
天
候
に

よ
り
時
間
の
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

各
振
興
事
務
所

■
入
居
予
定
日　

・
平
成
29
年
1
月
下
旬
を
予
定

④
さ
つ
き
（
北
方
）
住
宅
お
よ
び
、
谷
汲
・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各

町
営
住
宅
は
、随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）

  

ご
み
収
集
、

し
尿
汲
み
取
り
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
１
月
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、

広
報
１
月
号
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
地
域
（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日
（
月
）、
29
日
（
木
）

　

平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
）、
５
日
（
木
）

谷
汲
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日
（
月
）、
29
日
（
木
）

　

平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）、

春
日
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日
（
月
）

　

平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）

久
瀬
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
27
日
（
火
）、
30
日
（
金
）

　

平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
）、
６
日
（
金
）

藤
橋
地
域
（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日
（
月
）、
30
日
（
金
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
３
戸

・
住　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
３
，
３
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

　
　
　
　
　
　

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
島
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
３
，
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
０
，
１
０
０
円
～

■
敷
金　
　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
、
敷
金
が
必

要
。

・
所
得
条
件
あ
り

■
募
集
期
間　

　

12
月
１
日
（
木
）
～
12
月
15
日
（
木
）
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大
垣
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

大
垣
年
金
事
務
所
で
は
年
金
の
予
約
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
時
間　
８
時
30
分
～
16
時
00
分

　
　
　
　
（
月
～
金
曜
日
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

　

℡
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

　

大
垣
年
金
事
務
所　

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

  

走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業

入
賞
作
品
の
発
表

　

環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に
パ
ッ
カ
ー
車
（
ご

み
収
集
車
）
の
車
体
を
飾
る
絵
画
作
品
を

募
っ
た
「
走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業
（
広

報
９
月
号
21
ペ
ー
ジ
）の
入
賞
作
品
表
彰
式
、

が
ア
ー
ス
デ
イ
・
い
び
が
わ
イ
ベ
ン
ト
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
主
催
で
行
わ
れ
た
こ
の
事
業
に

は
、
幼
児
園
か
ら
中
学
生
ま
で
の
児
童
生
徒

か
ら
応
募
が
あ
り
、
12
作
品
（
入
賞
）
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、（
有
）
揖
斐
川
清
掃
の
協

力
の
も
と
、
11
月
か
ら
約
２
年
間
、
町
内
の

パ
ッ
カ
ー
車
６
台
の
車
体
に
貼
り
付
け
ら
れ

ま
す
。

　

入
賞
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

八や

幡わ
た　

一か
ず

葉は　

い
び
幼
児
園　

６
歳

　

久く

保ぼ

田た　

織し
き　

揖
斐
小
学
校　

1
年
生

　

牧ま
き

村む
ら　

美み

来ら
い　

揖
斐
小
学
校　

1
年
生

　

香こ
う

田だ　

拓た
く

己み　

大
和
小
学
校　

2
年
生

　

清し

水み
ず　

詩し

央お
う　

揖
斐
小
学
校　

2
年
生

　

加か

納の
う　

悠は
る

豊と　

揖
斐
小
学
校　

2
年
生

　

野の

口ぐ
ち　

心み

花は
な　

揖
斐
小
学
校　

3
年
生

　

五い

十か

川が
わ

竜り
ゅ
う

世せ
い　

揖
斐
小
学
校　

3
年
生

　

香こ
う

田だ　

啓け
い

汰た　

大
和
小
学
校　

4
年
生

　

市い
ち

川か
わ　

花か

音の
ん　

揖
斐
小
学
校　

4
年
生

　

久く

保ぼ

田た　

悠ゆ
う　

揖
斐
小
学
校　

4
年
生

　

鎌か
ま

谷た
に　

祐ゆ

里り　

北
和
中
学
校　

3
年
生

（
敬
称
略
）

  

屋
内
温
水
プ
ー
ル
ゆ
～
み
ん
ぐ

設
備
改
修
の
た
め
臨
時
休
館

■
期
間　

　

1
月
30
日
（
月
）
～
3
月
31
日
（
金
）

　

※
4
月
1
日
（
土
）
よ
り
通
常
営
業

【
お
問
い
合
せ
】

　

ゆ
～
み
ん
ぐ　

℡
３
２

－

４
６
８
２

  

平
成
29
年
度
採
用
職
員
を
募
集

し
ま
す

保
育
士

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
満

45
歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を

有
し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、
ま

た
は
平
成
28
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の

方
）

■
受
付
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）
～
20
日
（
火
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

１
月
11
日
（
水
）

　

場
所　

揖
斐
川
町
役
場

　

内
容　

教
養
試
験
、専
門
試
験（
保
育
士
）、

　
　
　
　

事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
１
月
中
旬
（
予
定
）

■
２
次
試
験　
　

１
月
下
旬
（
予
定
）

　

内
容　

面
接
、
論
文
試
験

■
最
終
合
格
発
表　
　

２
月
中
旬
（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
（
役
場
総
務
課
備
え
付

け
）
に
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
、
役

場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業
（
見
込
）
証
明
書

・
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
）

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

※
保
育
士
（
臨
時
職
員
）
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　町内在住保護者の仕事や病気・私的理由で、家
庭で保育できない子どもを一時的に保育します。
利用するには事前に申込みをしてください。
■対象児童　未就園児　　■保育場所　いび幼児園
■利用時間　１日８時間まで（１か月につき14日以内）
■利用金額
　【３歳未満児】４時間まで 1,000円  ８時間まで 2,000円
　【３歳以上児】４時間まで    800円  ８時間まで 1,600円
■申込先　いび幼児園　℡22-0420

一 時 保 育
子育て
支援情報

　岐阜県最低賃金は、年齢に関係なく、パートや学生アルバイトな
どを含め、県内で働くすべての労働者に適用されます。
　使用者も、労働者も、賃金額が最低賃金額以上となっているかど
うか、必ず確認しましょう。
　詳しくは、岐阜労働局賃金室℡ 058-245-8104 またはお近くの
労働基準監督署までおたずねください。

必ずチェック！最低賃金
岐阜県最低賃金が改正されました
時間額 776円（22円UP）
平成28年 10月１日から
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揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
講
習
会
の
開
催

　

今
年
も
10
月
に
刈
り
払
い
機
の
除
草
講
習

会
、11
月
に
剪
定
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
技
術
力
の
向
上
と
安
全
作
業
を

め
ざ
し
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
14
日
（
水
）
10
時
か
ら
は
寄
せ
植
え

講
習
会
を
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。参
加
希
望
の
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
し
ま
し
た

　

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
方
等

に
、
施
設
を
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
毎
年
恒
例
の
福
祉
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。

　

会
員
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
草
取
り
や

木
の
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
豚
汁
を
い
た
だ
き
、
会

員
同
士
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

■
会
員
募
集

　

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
最
後
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
仕
事
の
依
頼
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

12
月
５
日
（
月
）
10
時
開
始

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７（
８
時
30
分
～
17
時
）

太陽光発電設備に係る固定資産税（償却資産）の申告について
（太陽光発電設備を設置された方へ）
　固定資産税は、土地、家屋の他に償却資産（事業に用いる機械・備品等の資産）についても課税されます。
太陽光発電設備（ソーラーパネル発電）も固定資産税の課税対象となる場合があります。
　償却資産に該当する設備を所有している方は、毎年１月末までに固定資産税（償却資産）の所有状況を申
告する必要があります。
　償却資産は課税標準額の合計が150万円未満の場合は固定資産税は課税されませんが、その場合でも事
業を営まれている限り、償却資産の所有状況の申告は毎年必要となりますのでご注意ください。

２　発電に係る設備の部分別評価区分

太陽光パネルの設置方法

太陽光発電設備【蓄電装置、変電設備、送電設備を含む】

太陽光
パネル 架台 接続

ユニット

パワー
コンディ
ショナー

表示
ユニット

電力量計
等

家屋に一体の建材
（屋根材など）として設置 家屋 家屋 償却 償却 償却 償却

架台に乗せて屋根に設置 償却 償却 償却 償却 償却 償却
屋根以外の場所（地上や屋根の要件を
満たしていない構築物など）に設置 償却 償却 償却 償却 償却 償却

家屋：家屋として評価の対象となり、償却資産としての申告は不要。
償却：償却資産に該当します。償却資産としての申告が必要。

１　申告対象となる太陽光発電設備
区　分 10キロワット以上の太陽光発電設備 10キロワット未満の太陽光発電設備

個人設置（住宅用） 事業用資産となり、申告対象 住宅用設備となり、申告対象外
個人設置（事業用）

法人設置 事業用資産となり、申告対象

※10キロワット以上の太陽光発電設備は、余剰売電、全量売電の契約に関わらずすべて事業用資産となり、
申告対象です。

3　申告書の提出
　⑴　提出期限		 資産を取得した翌年の１月31日
　⑵　提出書類		 ① 償却資産申告書　② 種類別明細書
　⑶　提出先	 	 揖斐川町役場 税務課

4　所得税の確定申告について
　売電収入から経費を差し引いた所得（雑所得）が20万円を超える場合は確定申告が必要となります。
確定申告の対象になるかどうか不明な場合は大垣税務署（℡0584-78-4101）または役場税務課へお問
い合せください。

【お問い合せ】揖斐川町役場税務課資産税係　℡22-2111
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この度、次の方が長寿者褒賞を受けられ、
長寿のお祝いと報奨金が贈られました。
� 皆さん、これからもお元気で長生きをしてください。

寿長ご さん
今月の

藤原  アキエさん（春日小宮神）
� 10月14日（金）100歳

立木　すゞ子さん（長良）
� 10月15日（土）95歳

峯松　直義さん（三輪）
� 10月14日（金）95歳

嵐　みつゑさん（上南方）
� 10月12日（水）95歳

自　衛　官　募　集

※　防衛大学校受験資格の年齢は平成29年４月１日現在です。
※　第２次試験は、第１次試験合格者のみです。

【お問い合せ】	 自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町５－18　光和ビル２階
	 ℡０５８４－７３－１１５０

 募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表

防衛大学校
一般（後期）

高卒（見込含）21歳未満
の者

平成29年
１月21日～１月27日

１次　
　平成29年２月18日
２次
　平成29年３月10日

１次
　平成29年３月３日
最終
　平成29年３月17日

貸費学生

大学の理学部、工学部の
３・４年次（26歳未満）
または大学院修士課程在
学の修業年限を終わる年
の４月１日現在で26歳
未満の者（修士課程在学
者は28歳未満）

平成28年11月１日～
平成29年１月10日 平成29年１月28日 平成29年４月下旬

　任期満了（平成 29年３月５日）による町議会議員選挙は、次のとおり実施します。
◆選挙期日（投開票日）	 平成 29年２月 19日（日）
◆選挙期日の告示日	 平成 29年２月 14日（火）
◆町議会議員選挙の選挙区および定数
　揖斐川町選挙区　定数 16人

※今回の選挙から小選挙区は廃止され、全町で１つの選挙区となります。
※立候補予定者説明会の日程等は、広報いびがわ１月号でお知らせします。

【お問い合せ】揖斐川町選挙管理委員会　℡２２－２１１１

揖斐川町議会議員選挙の日程について
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窓口だより

【発行】揖斐川町　　【編集】企画部政策広報課
〒５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地　ＴＥＬ０５８５-２２-２１１１　ＦＡＸ０５８５-２２-４４９６　ＵＲＬｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｉｂｉｇａｗａ.lg.ｊｐ/

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

広報いびがわ2016年11月25日発行　No
. 142

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 22,054（�△ 12）10,554 11,500 7,961（� 5）

揖斐川地域 16,365（� △ 3） 7,874 8,491 5,620 （� 5）

谷汲地域 3,114（� △ 4） 1,488 1,626 1,115 （� 1）

春日地域 1,015（� △ 3） 483 532 473 （� △ 2）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 948（� △ 4） 442 506 400 （� △ 1）

藤橋地域 227（� 1） 109 118 139 （� 1）

坂内地域 385（� 1） 158 227 214 （� 1）

出生 10人 /死亡 26人 /転入等 33人 /転出等 29人
〈平成 28年 10月 31日現在〉

11 月 30 日（水）	 国民健康保険税　7期分
	 後期高齢者医療保険料　5期分
12 月 26 日（月）	 固定資産税　3期分
	 国民健康保険税　8期分
	 後期高齢者医療保険料　6期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

  4日（日）	 ・揖斐郡駅伝大会

10日（土）	 ・揖斐川町人権擁護推進大会

	 ・クリスマスハッピーコンサート

11日（日）	 ・ソフトバレーボール大会

11日（日）～20日（火）

	 ・年末の交通安全県民運動

平成28年10月届出分

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ２ 区 細 野 和 義 83
北 新 町 名 和 剛 克 78
前 島 中　川　幸太郎 68
上 ミ 野 田 中 利 夫 80
大 門 小　寺　孫太夫 83
上 野 馬 場 美 咲 44
上 野 竹　中　たみゑ 94
市 場 井 深 太 夫 88
市 場 小 寺 長 祐 82
新 宮 御田村　きみ江 96
和 田 小　寺　キヨミ 80
谷 汲 岐 礼 山　本　シヅヱ 96
谷 汲 長 瀬 國 枝 雪 子 97
谷 汲 長 瀬 岡 部 一 良 84
谷 汲 長 瀬 松 井 繁 子 94
谷 汲 長 瀬 松 井 靜 江 89
春 日 香 六 加　藤　ふさゑ 84
西 津 汲 高 橋 義 實 86

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 １ 区 岩
いわ

崎
ざき

仁
に
榎
か

弘 雄 のぞみ

北 方 ５ 区 細
ほそ

野
の
星
せい

愛
あ

幸 児 瑠

極 楽 寺 伊
い
丹
たみ

結
ゆ
月
づき

一 将 朱 祐

間 田 瀬 小
お
倉
ぐら

壮
あき

翔
と

栄 次 麻依子

房 島 ６ 区 𫝆
いま

村
むら

碧
あお

壱
い

洋 　 芳 恵

野 中 宮
みや

部
べ
奏
そう

志
し

仁 　 久美子

谷 汲 長 瀬 山
やま

本
もと

莉
り
子
こ

素 輝 里 穂

小 津 伊
い
藤
とう

誌
し
保
ほ

潤 一 美 沙

夫 妻

足 立 隆 司（ 下 町 ） 四 井 茉 莉（ 岡 ）

内 藤 晶 允（新栄町） 安　藤　みなほ （三重郡川越町）

吉　田　俊一郎 （揖斐郡池田町） 玉　置　真奈美 （谷汲長瀬）

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

Birth出生　お誕生おめでとう

納期限のお知らせ12月の主な行事

Population人口
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